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~計画的行動理論 (TPB: Theory of Planned Behavior) を用いた、
ダイエット行動のメカニズムの解明~
Why do female college students control their weight? (2): 
The use of the Theory of Planed Behavior to clarify the mechanisms 






Two hundreds an ninザ sevenfemale col1ege students participated in this study. The objectiv巴 of
也issenes of studies is to explore factors associated with attitude and perceived behavioral con仕01
in the theory of planned behavior(TPB)， focusing in也ebehavior of weight con仕01(WC) . 
In study I and N，企omfactor analysis and covarianc巴古田知reana1ysis produced the question-
naire to reveal the regulating factors of a抗i旬deand perceived behavioral control and showed th位
actua1 effects on intention. 
Therefore， itis suggested that a社i旬deand perceived behavioral control are important when the 
theory of p1anned behavior was applied to也巴 behaviorof WC. 














































































































はTable3-1 ~3・5に示した。また、信頼性の検討のためクローンパックの α 係数を算出した結
果、 .83、.77、.74、.78、.81となり概ね高い信頼性が確認された。そこで、各項目の得点を合計
し、その合成得点を尺度得点として後の分析に利用した。
Table 3-1 他者の成功経験に関する項目の因子分析の結果 (α=.83)，(N=297) 
項目 負荷量
4.雑誌でダイエ y トの成功例を取り上げているものを自らよく読む .88 
2.テレピでダイエ y トの成功例を取り上げているものを自らよく見る .33 
7.友人がダイエットに成功したという話を聞くと自分もダイエy トしたくなる .67 




Table 3-2 危険認知に関する項目の因子分析の結果 (α=刀)， (N=297) 
項目 負荷量
3. 低体重は生理不順や無月経の原因となることを知っていますか .82 
4.痩せすぎによって貧血や低体温になり、臓器に異常が生じることを知っていますか .71 
5. ダイエットが原因で、拒食症・過食症となる人が多いことを知っていますか .59 
2.女性は生殖の問題上、体脂肪率が低すぎると危険だということを知っていますか .57 
6. 人には年齢と身長に合った適正体重があるというのを知っていますか .52 
固有値 2.12 
寄与率 42.32 













Table 3-4 健康ヘの関心!こ関する項目の因子分析結果 (α=.78)，(N=29乃
項目 負荷量
5. 私は健康になることに積極的である .82 
2. 私は自分の健康のために必要なことは何でもする .69 
4暢健康を害する行動は避けるようにしている .64 
8.健康を維持することは自分にとって最も重要だ .59 
3. 私は自分の健康状態の変化にすぐ気づく .50 
固有値 2.15 
寄与率 43 
Table3・石 ダイエットに対する態度に関する項目の因子分析の結果 (α=.81)，(N=297) 
項目
1.自分にとってダイエ y トを行うことは良いことである

























(服部， 2002; T阻止a，1987 ;豊田， 1992)。さらに、 x2は仮説を棄却することができ、














































































































































基準を満たしていた(服部， 2002; Tanaka. 1987 ;豊田.1992)。一方で、 CFIの値は.874、
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